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最終頁に続く

(57)【要約】
  本願は、新エネルギー自動車の電池加工の技術分野に 
関し、特に、電池交換式電池システム及び新エネルギー 
自動車に関する。該電池交換式電池システムは、電池フ 
レームと、ロックベースと、ロックアセンブリと、第１ 
弾性部材とを含む。電池フレームは、電池パックを固定 
するものであり、電池フレームは、ロックベースに設け 
られ、ロックアセンブリは、電池フレームを押圧してロ 
ックベースに固定するものであり、第１弾性部材は、ロ 
ックベースと電池フレームとの間に設けられる。該電池 
交換式電池システムは、第１弾性部材の変形により、新 
エネルギー自動車の振動による電池フレームの振動を吸 
収し、電池フレームとロックベースとの間の剛性衝突を 
緩和するとともに、ロックアセンブリの押圧ヘッドが押 
圧状態を保持することにより、電池フレームの剛性及び 
強度に対する要求を低減し、電池フレームのコストを低 
減するのに有利であるとともに、振動による電池パック 
への影響を低減し、電池パックの安全性能を向上させる 
のに有利である。該新エネルギー自動車は、電池フレー 
ムの上下振動を緩衝し、電池フレームのコストを低減す 

評価書の請求　未請求　請求項の数　10　　ＯＬ　（全11頁）



10

20

30

40

50

JP 3250690 U 2025.3.14(2)

【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 池 パ ッ ク を 装 着 し て 搭 載 す る よ う に 構 成 さ れ る 電 池 フ レ ー ム ( １ ０ ０ ) と 、
　 前 記 電 池 フ レ ー ム ( １ ０ ０ ) が 設 け ら れ る ロ ッ ク ベ ー ス ( ２ ０ ０ ) と 、
　 前 記 電 池 フ レ ー ム ( １ ０ ０ ) を 前 記 ロ ッ ク ベ ー ス ( ２ ０ ０ ) に 弾 性 的 に 押 圧 す る よ う に 構 成  
さ れ る ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ( ３ ０ ０ ) と 、
　 前 記 ロ ッ ク ベ ー ス ( ２ ０ ０ ) と 前 記 電 池 フ レ ー ム ( １ ０ ０ ) と の 間 に 設 け ら れ る 第 １ 弾 性 部  
材 ( ４ ０ ０ ) と 、 を 含 む 、
　 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ( ３ ０ ０ ) の 駆 動 力 の 伝 達 経 路 に 設 け ら れ る 第 ２ 弾 性 部 材 ( ５ ０ ０ )  
を さ ら に 含 む 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ 弾 性 部 材 ( ５ ０ ０ ) は 、 バ ネ 又 は シ リ ン ダ で あ り 、 前 記 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ( ３ ０  
０ ) が 押 圧 状 態 に あ る 場 合 、 前 記 バ ネ 又 は 前 記 シ リ ン ダ は 、 前 記 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ( ３ ０ ０  
) の 押 圧 ヘ ッ ド が 振 動 す る と き に 伝 達 さ れ た 変 位 を 吸 収 す る こ と が で き る 、
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 電 池 フ レ ー ム ( １ ０ ０ ) に 設 け ら れ 、 前 記 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ( ３ ０ ０ ) の 押 圧 ヘ ッ ド と  
前 記 電 池 フ レ ー ム ( １ ０ ０ ) と の 間 に 位 置 し て 、 前 記 押 圧 ヘ ッ ド の 圧 力 を 前 記 電 池 フ レ ー ム  
( １ ０ ０ ) に 伝 達 す る ロ ッ ク ブ ロ ッ ク ( ６ ０ ０ ) を さ ら に 含 む 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 電 池 フ レ ー ム ( １ ０ ０ ) と 前 記 ロ ッ ク ブ ロ ッ ク ( ６ ０ ０ ) と の 間 に 設 け ら れ る 第 ３ 弾 性  
部 材 ( ７ ０ ０ ) を さ ら に 含 む 、
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ( ３ ０ ０ ) は 、
　 初 期 の 駆 動 力 を 提 供 す る 駆 動 部 材 と 、
　 前 記 駆 動 部 材 の 出 力 端 に 設 け ら れ る 伝 動 機 構 と 、
　 前 記 伝 動 機 構 の 前 記 駆 動 部 材 か ら 離 れ た 一 端 に 設 け ら れ る 押 圧 ヘ ッ ド で あ っ て 、 前 記 駆  
動 部 材 は 、 前 記 伝 動 機 構 を 介 し て 、 前 記 電 池 フ レ ー ム ( １ ０ ０ ) を 押 圧 す る よ う に 前 記 押 圧  
ヘ ッ ド を 駆 動 す る こ と が で き る 押 圧 ヘ ッ ド と 、 を 含 む 、
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 伝 動 機 構 は 、 マ ル チ リ ン ク ア セ ン ブ リ で あ る 、
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 弾 性 部 材 ( ４ ０ ０ ) は 、 ゴ ム ブ ロ ッ ク で あ る 、
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ( ３ ０ ０ ) は 、 複 数 で あ る 、
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム を 含 む 、
　 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 願 は 、 ２ ０ ２ ２ 年 ４ 月 ７ 日 に 中 国 国 家 知 識 産 権 局 に 提 出 さ れ た 、 出 願 番 号 が ２ ０ ２ ２  
２ ０ ８ ０ １ １ ８ ７ . ５ で あ り 、 発 明 の 名 称 が 「 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 及 び 新 エ ネ ル ギ ー  
自 動 車 」 で あ る 特 許 出 願 の 優 先 権 を 主 張 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 願 は 、 新 エ ネ ル ギ ー 電 池 加 工 の 技 術 分 野 に 関 し 、 具 体 的 に は 、 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ  
ム 及 び 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 新 エ ネ ル ギ ー 技 術 の 発 展 に 伴 い 、 新 エ ネ ル ギ ー 電 池 の 応 用 は 、 ま す ま す 広 く な り 、 か つ  
人 々 の 新 エ ネ ル ギ ー 電 池 の 装 着 及 び コ ス ト に 対 す る 要 求 は 、 徐 々 に 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 関 連 技 術 に お い て 、 新 エ ネ ル ギ ー 電 池 は 、 電 池 フ レ ー ム に よ っ て 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 に  
設 け ら れ 、 電 池 フ レ ー ム と ロ ッ ク ベ ー ス と の 間 が 直 接 金 属 に よ っ て 剛 性 接 続 さ れ 、 電 池 フ  
レ ー ム と ロ ッ ク ベ ー ス と の 間 に 緩 衝 構 造 が な く 、 電 池 フ レ ー ム に は 、 高 い 剛 性 と 強 度 が 必  
要 と な る た め 、 コ ス ト が 増 加 し 、 安 全 性 能 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に 、 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 及 び 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 を 提 供 す  
る 必 要 が あ る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 願 は 、 電 池 フ レ ー ム の 振 動 過 程 を 緩 衝 し 、 コ ス ト を 低 減 す る 効 果 を 達 成 す る た め の 電  
池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を １ つ の 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 願 は 、 上 記 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム に よ り 、 電 池 フ レ ー ム の 振 動 過 程 を 緩 衝 し 、 コ ス  
ト を 低 減 す る 効 果 を 達 成 す る 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 を 提 供 す る こ と を も う １ つ の 目 的 と す る  
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 願 は 、 以 下 の 技 術 的 手 段 を 用 い る 。 電 池 交 換 式 電 池 シ ス  
テ ム は 、 電 池 パ ッ ク を 装 着 し て 搭 載 す る よ う に 構 成 さ れ る 電 池 フ レ ー ム と 、 電 池 フ レ ー ム  
が 設 け ら れ る ロ ッ ク ベ ー ス と 、 電 池 フ レ ー ム を ロ ッ ク ベ ー ス に 押 圧 す る よ う に 構 成 さ れ る  
ロ ッ ク ア セ ン ブ リ と 、 ロ ッ ク ベ ー ス と 電 池 フ レ ー ム と の 間 に 設 け ら れ る 第 １ 弾 性 部 材 と 、  
を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し い 技 術 的 手 段 と し て 、 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム は 、 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ の 駆 動 力 の  
伝 達 経 路 に 設 け ら れ る 第 ２ 弾 性 部 材 を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し い 技 術 的 手 段 と し て 、 第 ２ 弾 性 部 材 は 、 バ ネ 又 は シ リ ン ダ で あ り 、 ロ ッ ク ア セ ン  
ブ リ は 、 押 圧 状 態 に あ り 、 バ ネ 又 は シ リ ン ダ は 、 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ か ら 伝 達 さ れ た 変 位 を  
吸 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し い 技 術 的 手 段 と し て 、 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム は 、 電 池 フ レ ー ム に 設 け ら れ 、 押  
圧 ヘ ッ ド の 圧 力 を 電 池 フ レ ー ム に 伝 達 す る よ う に 、 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ の 押 圧 ヘ ッ ド と 電 池  
フ レ ー ム と の 間 に 位 置 す る ロ ッ ク ブ ロ ッ ク を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し い 技 術 的 手 段 と し て 、 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム は 、 電 池 フ レ ー ム と ロ ッ ク ブ ロ ッ  
ク と の 間 に 設 け ら れ る 第 ３ 弾 性 部 材 を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し い 技 術 的 手 段 と し て 、 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ は 、 駆 動 部 材 と 、 駆 動 部 材 の 出 力 端 に 設  
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け ら れ る 伝 動 機 構 と 、 伝 動 機 構 の 駆 動 部 材 か ら 離 れ た 一 端 に 設 け ら れ る 押 圧 ヘ ッ ド で あ っ  
て 、 駆 動 部 材 は 、 伝 動 機 構 を 介 し て 、 電 池 フ レ ー ム を 押 圧 す る よ う に 押 圧 ヘ ッ ド を 駆 動 す  
る 押 圧 ヘ ッ ド と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し い 技 術 的 手 段 と し て 、 伝 動 機 構 は 、 マ ル チ リ ン ク ア セ ン ブ リ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し い 技 術 的 手 段 と し て 、 第 １ 弾 性 部 材 は 、 ゴ ム ブ ロ ッ ク で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 ま し い 技 術 的 手 段 と し て 、 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム は 、 ロ ッ ク ベ ー ス と ロ ッ ク ア セ ン  
ブ リ を 固 定 す る よ う に 構 成 さ れ る 電 池 交 換 ベ ー ス を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し い 技 術 的 手 段 と し て 、 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ は 、 複 数 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 は 、 上 記 の よ う な 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム を 含 む 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 願 の 有 益 な 効 果 は 、 以 下 の と お り で あ る 。 本 願 は 、 電 池 フ レ ー ム と 、 ロ ッ ク ベ ー ス と  
、 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ と 、 第 １ 弾 性 部 材 と を 含 む 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム を 提 供 す る 。 電 池  
フ レ ー ム は 、 電 池 パ ッ ク を 装 着 し て 搭 載 す る も の で あ り 、 電 池 フ レ ー ム は 、 ロ ッ ク ベ ー ス  
に 設 け ら れ 、 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ は 、 電 池 フ レ ー ム を ロ ッ ク ベ ー ス に 押 圧 す る も の で あ り 、  
第 １ 弾 性 部 材 は 、 ロ ッ ク ベ ー ス と 電 池 フ レ ー ム と の 間 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 該 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム は 、 第 １ 弾 性 部 材 に よ り 、 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 の 振 動 に よ る  
電 池 フ レ ー ム の 振 動 を 吸 収 し 、 電 池 フ レ ー ム と ロ ッ ク ベ ー ス と の 間 の 剛 性 衝 突 を 緩 和 す る  
こ と に よ り 、 電 池 フ レ ー ム の 剛 性 及 び 強 度 に 対 す る 要 求 を 低 減 し 、 電 池 フ レ ー ム の コ ス ト  
を 低 減 す る の に 有 利 で あ る と と も に 、 振 動 に よ る 電 池 パ ッ ク へ の 影 響 を 低 減 し 、 電 池 パ ッ  
ク の 安 全 性 能 を 向 上 さ せ る の に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 願 は 、 上 記 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム を 搭 載 す る こ と に よ り 、 電 池 フ レ ー ム の 上 下 振 動  
を 緩 衝 し 、 電 池 フ レ ー ム の コ ス ト を 低 減 す る 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 を さ ら に 提 供 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 願 の 一 部 を 構 成 す る 明 細 書 の 図 面 は 、 本 願 の さ ら な る 理 解 を 提 供 す る た め の も の で あ  
り 、 本 願 の 例 示 的 な 実 施 例 及 び そ の 説 明 は 、 本 願 を 解 釈 す る た め の も の で あ り 、 本 願 を 不  
当 に 限 定 す る も の で は な い 。
【 図 １ 】 本 願 の 一 実 施 例 に 係 る 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 願 の 実 施 例 １ に お け る Ａ － Ａ 箇 所 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 願 の 実 施 例 ２ に お け る Ａ － Ａ 箇 所 の 断 面 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 本 願 の 実 施 例 に お け る 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 願 の 実 施 例 に お け る 技 術 的 解 決 手  
段 を 明 確 か つ 完 全 に 説 明 し 、 明 ら か に 、 説 明 さ れ る 実 施 例 は 、 本 願 の 一 部 の 実 施 例 で あ り  
、 全 部 の 実 施 例 で は な い 。 以 下 、 少 な く と も １ つ の 例 示 的 な 実 施 例 に つ い て の 説 明 は 、 実  
際 に は 、 例 示 に す ぎ ず 、 本 願 及 び そ の 適 用 又 は 使 用 に 対 す る い か な る 制 限 と さ れ る も の で  
は な い 。 本 願 の 実 施 例 に 基 づ い て 、 当 業 者 が 創 造 的 な 労 働 を せ ず に 得 ら れ る 全 て の 他 の 実  
施 例 は 、 い ず れ も 本 願 の 保 護 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ( 実 施 例 １ )
　 新 エ ネ ル ギ ー 技 術 の 発 展 に 伴 い 、 新 エ ネ ル ギ ー 電 池 の 応 用 は 、 ま す ま す 広 く な り 、 か つ  
人 々 の 新 エ ネ ル ギ ー 電 池 の 装 着 及 び コ ス ト に 対 す る 要 求 は 、 徐 々 に 高 く な る 。



10

20

30

40

50

JP 3250690 U 2025.3.14(5)

【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 実 施 例 は 、 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 を 提 供 し 、 新 エ ネ ル ギ ー 電 池 を 搭 載 し て 運 転 さ せ る こ  
と に よ り 、 エ ネ ル ギ ー を 効 果 的 に 節 約 し 、 か つ 充 電 の 消 費 費 用 が 燃 料 費 用 よ り 遥 か に 小 さ  
い た め 、 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 は 、 ユ ー ザ の 交 通 コ ス ト の 低 減 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 関 連 技 術 に お い て 、 新 エ ネ ル ギ ー 電 池 は 、 電 池 フ レ ー ム に よ っ て 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 に  
設 け ら れ 、 電 池 フ レ ー ム と ロ ッ ク ベ ー ス と の 間 が 直 接 金 属 に よ っ て 剛 性 接 続 さ れ 、 電 池 フ  
レ ー ム と ロ ッ ク ベ ー ス と の 間 に 緩 衝 構 造 が な く 、 電 池 フ レ ー ム に は 、 高 い 剛 性 と 強 度 が 必  
要 と な る た め 、 コ ス ト が 増 加 し 、 安 全 性 能 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に 、 本 実 施 例 は 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ 、 ロ ッ ク ベ ー ス ２ ０ ０ 、  
ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ 及 び 第 １ 弾 性 部 材 ４ ０ ０ を 含 む 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム を 提 供 す  
る 。 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ は 、 電 池 パ ッ ク を 装 着 し て 搭 載 す る も の で あ り 、 電 池 フ レ ー ム １  
０ ０ は 、 ロ ッ ク ベ ー ス ２ ０ ０ に 設 け ら れ 、 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ は 、 電 池 フ レ ー ム １ ０  
０ を ロ ッ ク ベ ー ス ２ ０ ０ に 弾 性 的 に 押 圧 す る も の で あ り 、 第 １ 弾 性 部 材 ４ ０ ０ は 、 ロ ッ ク  
ベ ー ス ２ ０ ０ と 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ と の 間 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 該 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム は 、 第 １ 弾 性 部 材 ４ ０ ０ に よ り 、 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 の 振 動  
に よ る 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ の 振 動 を 吸 収 し 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ と ロ ッ ク ベ ー ス ２ ０ ０ と  
の 間 の 剛 性 衝 突 を 緩 和 す る こ と に よ り 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ の 剛 性 及 び 強 度 に 対 す る 要 求  
を 低 減 し 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ の コ ス ト を 低 減 す る の に 有 利 で あ る と と も に 、 振 動 に よ る  
電 池 パ ッ ク へ の 影 響 を 低 減 し 、 電 池 パ ッ ク の 安 全 性 能 を 向 上 さ せ る の に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 好 ま し い 技 術 的 手 段 と し て 、 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム は 、 ロ ッ ク ブ ロ ッ ク ６ ０ ０ を さ ら  
に 含 み 、 ロ ッ ク ブ ロ ッ ク ６ ０ ０ は 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ に 設 け ら れ 、 ロ ッ ク ブ ロ ッ ク ６ ０  
０ は 、 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ の 押 圧 ヘ ッ ド と 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ と の 間 に 位 置 し 、 そ れ  
に よ り 、 押 圧 ヘ ッ ド の 圧 力 を 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ に 伝 達 し て 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ を 固 定  
す る 安 定 性 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 弾 性 押 圧 と は 、 本 シ ス テ ム が 動 作 す る 場 合 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ の 重 力 作 用 を 受 け て 、  
第 １ 弾 性 部 材 ４ ０ ０ が 圧 縮 状 態 に あ る こ と を 指 す 。 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 が 揺 れ て 電 池 フ レ  
ー ム １ ０ ０ が 慣 性 の 作 用 を 受 け て 上 向 き に 移 動 す る と 、 第 １ 弾 性 部 材 ４ ０ ０ が 反 発 す る 作  
用 力 は 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ に 作 用 し て 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ を 支 持 し 、 電 池 フ レ ー ム １  
０ ０ 全 体 を 上 向 き に 移 動 さ せ 、 か つ 該 作 用 力 は 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ に お け る ロ ッ ク ブ ロ  
ッ ク ６ ０ ０ に 作 用 し て 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ と ロ ッ ク ブ ロ ッ ク ６ ０ ０ と が 分 離 し て 剛 性 衝  
突 が 発 生 す る こ と を 回 避 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 好 ま し い 技 術 的 手 段 と し て 、 第 １ 弾 性 部 材 ４ ０ ０ は 、 ゴ ム ブ ロ ッ ク を 選 択 し て も よ く 、  
ゴ ム ブ ロ ッ ク は 、 一 定 の 弾 性 及 び 強 度 を 有 し 、 ゴ ム ブ ロ ッ ク は 、 ロ ッ ク ベ ー ス ２ ０ ０ と 電  
池 フ レ ー ム １ ０ ０ と の 間 に 設 け ら れ 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ に 対 し て 一 定 の 支 持 作 用 を 果 た  
す だ け で な く 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ の 振 動 を 緩 衝 す る こ と が で き る 。 同 時 に 、 ゴ ム ブ ロ ッ  
ク は 、 通 常 の 材 料 で あ り 、 調 達 し や す く 、 コ ス ト が 低 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 好 ま し く は 、 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ は 、 駆 動 部 材 、 伝 動 機 構 及 び 押 圧 ヘ ッ ド を 含 む 。  
伝 動 機 構 は 、 駆 動 部 材 の 出 力 端 に 設 け ら れ 、 押 圧 ヘ ッ ド は 、 伝 動 機 構 の 駆 動 部 材 か ら 離 れ  
た 一 端 に 設 け ら れ 、 駆 動 部 材 は 、 伝 動 機 構 を 介 し て 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ を 押 圧 す る よ う  
に 押 圧 ヘ ッ ド を 駆 動 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ の 位 置 を 押 圧 固 定  
す る こ と を 実 現 し 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ が 自 動 車 の 走 行 中 に 移 動 す る こ と を 回 避 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 好 ま し く は 、 伝 動 機 構 は 、 マ ル チ リ ン ク ア セ ン ブ リ で あ り 、 マ ル チ リ ン ク ア セ ン ブ リ に  
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よ っ て ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ の 出 力 を 増 幅 さ せ 、 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ に よ る 電 池 フ  
レ ー ム １ ０ ０ の 固 定 の 安 定 性 を 向 上 さ せ る の に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 好 ま し い 技 術 的 手 段 と し て 、 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム は 、 第 ２ 弾 性 部 材 ５ ０ ０ を さ ら に  
含 み 、 第 ２ 弾 性 部 材 ５ ０ ０ は 、 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ の 駆 動 力 の 伝 達 経 路 に 設 け ら れ る  
。 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 が 揺 れ て 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ が 振 動 す る 過 程 に お い て 、 上 向 き の 慣  
性 力 に よ り 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ が 上 向 き に 移 動 し 、 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム は 、 第 ２ 弾 性  
部 材 ５ ０ ０ を 有 し 、 こ の 場 合 、 該 第 ２ 弾 性 部 材 ５ ０ ０ が 圧 縮 さ れ 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ が  
慣 性 力 に よ り 下 向 き に 移 動 す る と 、 第 ２ 弾 性 部 材 ５ ０ ０ が 反 発 す る と と も に 、 電 池 交 換 式  
電 池 シ ス テ ム が 反 発 し て ロ ッ ク ブ ロ ッ ク ６ ０ ０ を 下 向 き に 押 圧 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 振 動 過 程 全 体 に お い て 、 第 １ 弾 性 部 材 ４ ０ ０ と 第 ２ 弾 性 部 材 ５ ０ ０ の 弾 性 作 用 に よ り 、  
電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ の 振 動 を 緩 衝 し 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ と ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ と が  
接 触 し 、 か つ 分 離 し な い こ と を 実 現 し 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ を 緩 衝 し 、 か つ ロ ッ ク ア セ ン  
ブ リ ３ ０ ０ と 衝 突 し な い こ と を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 第 ２ 弾 性 部 材 ５ ０ ０ は 、 バ ネ で あ っ て も よ く 、 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ が 押 圧  
状 態 に あ る 場 合 、 バ ネ は 、 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ か ら 伝 達 さ れ た 変 位 を 吸 収 す る こ と が  
で き 、 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 の 振 動 を 緩 衝 す る 目 的 を 実 現 す る 。 具 体 的 に は 、 バ ネ は 、 鉛 直  
方 向 に 沿 っ て ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ の ロ ッ ク ベ ー ス ２ ０ ０ か ら 離 れ た 一 端 に 設 け ら れ 、  
ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ の 駆 動 部 材 に 外 嵌 さ れ る 。 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 が 揺 れ て 電 池 フ レ  
ー ム １ ０ ０ が 振 動 す る 過 程 に お い て 、 上 向 き の 慣 性 力 に よ り 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ が 上 向 き  
に 移 動 し 、 こ の 場 合 、 バ ネ は 、 圧 縮 さ れ て 、 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ に 上 向 き の 反 力 を 提  
供 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 バ ネ の 処 置 状 態 は 、 圧 縮 状 態 又 は 初 期 状 態 で あ る 。 バ ネ は 、 通 常 の 弾 性 部 材 で あ  
り 、 調 達 し や す く 、 コ ス ト が 低 い 。 同 時 に 、 作 業 者 は 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ の 振 動 状 況 に  
応 じ て 、 対 応 す る 弾 性 係 数 の バ ネ を 選 択 す る こ と が で き 、 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム の 安 全  
性 能 を さ ら に 向 上 さ せ る の に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 同 時 に 、 第 ２ 弾 性 部 材 ５ ０ ０ は 、 シ リ ン ダ で あ っ て も よ い 。 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ が  
押 圧 状 態 に あ る 場 合 、 シ リ ン ダ は 、 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ か ら 伝 達 さ れ た 変 位 を 吸 収 す  
る こ と が で き 、 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 の 振 動 を 緩 衝 す る 目 的 を 実 現 す る 。 具 体 的 に は 、 新 エ  
ネ ル ギ ー 自 動 車 が 揺 れ て 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ が 振 動 す る 過 程 に お い て 、 上 向 き の 慣 性 力 に  
よ り 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ が 上 向 き に 移 動 し 、 こ の 場 合 、 シ リ ン ダ が 圧 縮 さ れ 、 シ リ ン ダ に  
よ っ て 内 部 気 圧 を 調 節 す る こ と に よ り 、 シ リ ン ダ が ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ に 上 向 き の 反  
力 を 提 供 し 、 緩 衝 の 目 的 を 達 成 す る 。 こ の 場 合 、 シ リ ン ダ は 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ を 押 圧  
す る 駆 動 力 を 提 供 す る と と も に 、 緩 衝 作 用 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 第 ２ 弾 性 部 材 ５ ０ ０ は 、 シ リ ン ダ 内 に 内 蔵 さ れ た バ ネ で あ り 、 該 バ ネ に よ っ て ロ  
ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ か ら 伝 達 さ れ た 変 位 を 吸 収 し 、 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 の 振 動 を 緩 衝 す  
る 目 的 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 好 ま し く は 、 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム は 、 電 池 交 換 ベ ー ス ８ ０ ０ を さ ら に 含 み 、 電 池 交  
換 ベ ー ス ８ ０ ０ は 、 ロ ッ ク ベ ー ス ２ ０ ０ 及 び ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ を 固 定 す る こ と に よ  
り 、 ロ ッ ク ベ ー ス ２ ０ ０ 及 び ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ を 支 持 し 、 か つ 電 池 交 換 式 電 池 シ ス  
テ ム を モ ジ ュ ー ル 化 し 、 作 業 者 の 組 み 立 て 及 び メ ン テ ナ ン ス に 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ は 、 複 数 組 で あ り 、 複 数 組 の ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ は  
、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ の 周 方 向 に 沿 っ て 間 隔 を あ け て 設 け ら れ 、 そ れ に よ り 、 ロ ッ ク ア セ  
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ン ブ リ ３ ０ ０ が 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ を 固 定 す る 安 全 性 及 び 安 定 性 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ( 実 施 例 ２ )
　 実 施 例 ２ は 、 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム を 提 供 し 、 該 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム の 主 な 構 成  
は 、 実 施 例 １ と 同 じ で あ り 、 冗 長 に な る こ と を 避 け る た め に 、 本 実 施 例 は 、 実 施 例 １ と の  
相 違 点 の み を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム に は 、 第 ２ 弾 性 部 材 ５ ０ ０ が 設 け ら れ て い  
な い が 、 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム は 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ と ロ ッ ク ブ ロ ッ ク ６ ０ ０ と の 間  
に 設 け ら れ る 第 ３ 弾 性 部 材 ７ ０ ０ を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ の 振 動 過 程 に お い て 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ の 慣 性 力 が 上 向 き で あ る  
場 合 、 ロ ッ ク ブ ロ ッ ク ６ ０ ０ と ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ と の 間 に 第 ３ 弾 性 部 材 ７ ０ ０ が あ  
り 、 こ の と き 、 第 ３ 弾 性 部 材 ７ ０ ０ が 圧 縮 さ れ 、 第 １ 弾 性 部 材 ４ ０ ０ が 反 発 し 、 新 エ ネ ル  
ギ ー 自 動 車 が 揺 れ て 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ が 振 動 す る と 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ が 上 下 に 往 復  
移 動 す る 。 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ が 上 向 き に 移 動 す る と き 、 第 ３ 弾 性 部 材 ７ ０ ０ が 力 を 受 け  
て 圧 縮 さ れ 、 第 １ 弾 性 部 材 ４ ０ ０ が 反 発 し 、 そ れ に よ り 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ と ロ ッ ク ブ  
ロ ッ ク ６ ０ ０ と が 常 に 接 触 状 態 に あ る こ と を 保 証 し 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ と ロ ッ ク ブ ロ ッ  
ク ６ ０ ０ と の 剛 性 衝 突 を 回 避 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ が 下 向 き に 移 動 す る と き 、 第 ３ 弾 性 部 材 ７ ０ ０ が 反 発 し 、 第 １ 弾 性  
部 材 ４ ０ ０ が 圧 縮 さ れ 、 該 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム は 、 依 然 と し て 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ と  
ロ ッ ク ブ ロ ッ ク ６ ０ ０ と が 常 に 接 触 状 態 に あ る こ と を 保 証 し 、 電 池 フ レ ー ム １ ０ ０ と ロ ッ  
ク ブ ロ ッ ク ６ ０ ０ と の 剛 性 衝 突 を 回 避 す る こ と が で き る 。 該 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム の 振  
動 過 程 全 体 に お い て 、 第 １ 弾 性 部 材 ４ ０ ０ と 第 ３ 弾 性 部 材 ７ ０ ０ の 圧 縮 と 反 発 に よ り 、 電  
池 フ レ ー ム １ ０ ０ と ロ ッ ク ブ ロ ッ ク ６ ０ ０ と が フ ロ ー テ ィ ン グ 接 触 し 、 か つ 分 離 し な い こ  
と を 実 現 し 、 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム の 緩 衝 を 実 現 し 、 か つ 衝 撃 衝 突 が 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 、 本 願 の 基 本 原 理 及 び 主 な 特 徴 、 並 び に 本 願 の 利 点 に つ い て 示 し 、 説 明 し た 。 当 業  
者 は 、 本 願 が 前 述 の 実 施 例 に よ っ て 限 定 さ れ な い こ と を 理 解 す べ き で あ り 、 前 記 実 施 例 及  
び 明 細 書 の 説 明 は 、 本 願 の 原 理 を 例 示 す る だ け で あ り 、 本 願 の 精 神 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る  
こ と な く 、 本 願 は 、 様 々 な 変 更 及 び 改 善 は 、 添 付 の 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 及 び そ れ ら の  
同 等 物 に よ っ て 定 義 さ れ る 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 内 に あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 １ ０ ０   電 池 フ レ ー ム
　 ２ ０ ０   ロ ッ ク ベ ー ス
　 ３ ０ ０   ロ ッ ク ア セ ン ブ リ
　 ４ ０ ０   第 １ 弾 性 部 材
　 ５ ０ ０   第 ２ 弾 性 部 材
　 ６ ０ ０   ロ ッ ク ブ ロ ッ ク
　 ７ ０ ０   第 ３ 弾 性 部 材
　 ８ ０ ０   電 池 交 換 ベ ー ス
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 1 1 月 2 0 日 ( 2 0 2 4 . 1 1 . 2 0 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 池 パ ッ ク を 装 着 し て 搭 載 す る よ う に 構 成 さ れ る 電 池 フ レ ー ム ( １ ０ ０ ) と 、
　 前 記 電 池 フ レ ー ム ( １ ０ ０ ) が 設 け ら れ る ロ ッ ク ベ ー ス ( ２ ０ ０ ) と 、
　 前 記 電 池 フ レ ー ム ( １ ０ ０ ) を 前 記 ロ ッ ク ベ ー ス ( ２ ０ ０ ) に 弾 性 的 に 押 圧 す る よ う に 構 成  
さ れ る ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ( ３ ０ ０ ) と 、
　 前 記 ロ ッ ク ベ ー ス ( ２ ０ ０ ) と 前 記 電 池 フ レ ー ム ( １ ０ ０ ) と の 間 に 設 け ら れ る 第 １ 弾 性 部  
材 ( ４ ０ ０ ) と 、 を 含 む 、
　 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ( ３ ０ ０ ) の 駆 動 力 の 伝 達 経 路 に 設 け ら れ る 第 ２ 弾 性 部 材 ( ５ ０ ０ )  
を さ ら に 含 む 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ 弾 性 部 材 ( ５ ０ ０ ) は 、 バ ネ 又 は シ リ ン ダ で あ り 、 前 記 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ( ３ ０  
０ ) が 押 圧 状 態 に あ る 場 合 、 前 記 バ ネ 又 は 前 記 シ リ ン ダ は 、 前 記 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ( ３ ０ ０  
) の 押 圧 ヘ ッ ド が 振 動 す る と き に 伝 達 さ れ た 変 位 を 吸 収 す る こ と が で き る 、
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 電 池 フ レ ー ム ( １ ０ ０ ) に 設 け ら れ 、 前 記 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ( ３ ０ ０ ) の 押 圧 ヘ ッ ド と  
前 記 電 池 フ レ ー ム ( １ ０ ０ ) と の 間 に 位 置 し て 、 前 記 押 圧 ヘ ッ ド の 圧 力 を 前 記 電 池 フ レ ー ム  
( １ ０ ０ ) に 伝 達 す る ロ ッ ク ブ ロ ッ ク ( ６ ０ ０ ) を さ ら に 含 む 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 電 池 フ レ ー ム ( １ ０ ０ ) と 前 記 ロ ッ ク ブ ロ ッ ク ( ６ ０ ０ ) と の 間 に 設 け ら れ る 第 ３ 弾 性  
部 材 ( ７ ０ ０ ) を さ ら に 含 む 、
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ( ３ ０ ０ ) は 、
　 初 期 の 駆 動 力 を 提 供 す る 駆 動 部 材 と 、
　 前 記 駆 動 部 材 の 出 力 端 に 設 け ら れ る 伝 動 機 構 と 、
　 前 記 伝 動 機 構 の 前 記 駆 動 部 材 か ら 離 れ た 一 端 に 設 け ら れ る 押 圧 ヘ ッ ド と 、 を 含 み 、
　 前 記 駆 動 部 材 は 、 前 記 伝 動 機 構 を 介 し て 、 前 記 電 池 フ レ ー ム ( １ ０ ０ ) を 押 圧 す る よ う に  
前 記 押 圧 ヘ ッ ド を 駆 動 す る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 伝 動 機 構 は 、 マ ル チ リ ン ク ア セ ン ブ リ で あ る 、
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 弾 性 部 材 ( ４ ０ ０ ) は 、 ゴ ム ブ ロ ッ ク で あ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ロ ッ ク ア セ ン ブ リ ( ３ ０ ０ ) は 、 複 数 で あ る 、
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　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 池 交 換 式 電 池 シ ス テ ム を 含 む 、
　 新 エ ネ ル ギ ー 自 動 車 。
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